
社会福祉法人 茂木福寿会 
職場におけるハラスメント防止に関する基本方針 
 
 

1．基本的な考え方 
職場におけるハラスメント（ 以下「ハラスメント」という。）は、相手の尊厳を不当に傷付つ 

けるなど、勤務条件における不利益な脅威を与え、心身の健康を損なう要因となるものであり、 

社会的に許されない行為である。ハラスメント行為は、職員の能力発揮を妨げるほか、職場環境 

や社内秩序を著しく乱す要因であり、当法人が目指すより良い高齢者介護福祉サービスの提供を 

阻害し、社会的評価に重大な悪影響を及ぼす問題である。 

社会福祉法人茂木福寿会は、ハラスメントを断じて許さないという決意のもと、ハラスメント 

の未然防止と対策について、総合的・組織的に取組み、ハラスメントに関する苦情や相談に適切

に対応し、職員が互いに尊重し合い安心して働くことができる職場環境を確保することとする。 

 

2．職場におけるハラスメントの定義 
  職場におけるハラスメントの定義は、社会福祉法人茂木福寿会「職場におけるハラスメントの

防止に関する規定」に別に定める。 

  社会福祉法人茂木福寿会は、以下の禁止行為を許しません。 

【パワーハラスメント】 

  職務上の地位や人間関係などの優位性を背景に、業務の適正な範囲を超えて、精神的・肉体的 

苦痛を与たり、職場環境を悪化させます。 

① 殴打、足蹴りするなどの身体的攻撃 

② 人格を否定するような言動をするなどの精神的な攻撃 

③ 自身の意に沿わない職員に対して、仕事を外し、長期間にわたり、別室に隔離するなどの

人間関係からの切り離し行為 

④ 長期間にわたり、肉体的苦痛を伴う過酷な環境下で、勤務に直接関係ない作業を命じるな

どの過大な要求 

⑤ 管理職である部下を退職させるため誰でも遂行可能な業務を行わせるなどの過小な要求 

⑥ 他の職員の性的指向・性自認や病歴などの機微な個人情報について本人の了解を得ずに他

の職員に暴露するなどの個の侵害 

【セクシュアルハラスメント】 

職場において、職員の意に反する性的な言動が行われ、それを拒否したことで不利益を受ける 

こと、又は職場環境が不快になり就業に支障が生じます。 

① 性的及び身体上の事柄に関する不必要な質問・発言 

② わいせつ図画の閲覧、配付、掲示うわさの流布 

③ 不必要な身体への接触 

④ 性的な言動により、他の職員の就業意欲を低下せしめ、能力の発揮を阻害する行為 

⑤ 交際、性的関係の強要 

⑥ 性的な言動への抗議又は拒否等を行った職員に対して、解雇、不当な人事考課、配置転換

等の不利益を与える行為 

⑦ その他、相手方及び他の職員に不快感を与える性的な言動 



【妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメント】 

   妊娠、出産、育児休業等に関して、業務上の必要性を超えた言動により、職員の就業環境を 

害します。 

① 部下の妊娠・出産、育児・介護に関する制度※や措置の利用等に関し、解雇その他不利益

な取扱いを示唆する言動 

② 部下又は同僚の妊娠・出産、育児・介護に関する制度や措置の利用を阻害する言動 

③ 部下又は同僚が妊娠・出産、育児・介護に関する制度や措置を利用したことによる嫌がら

せ等 

④ 部下の妊娠・出産等したことにより、解雇その他の不利益な取扱いを示唆する言動 

⑤ 部下又は同僚が妊娠・出産等したことに対する嫌がらせ等 

※「制度等」とは、「妊娠・出産時の母性健康管理措置、危険有害業務の就業制限、産前休業、軽易な業務への

転換、時間外・休日労働の制限、育児時間」及び「育児・介護時の育児休業、介護休業、子の看護休暇、介護

休暇、所定時間外労働の免除、法定時間外労働の制限、深夜業の制限、所定労働時間の短縮、始業時刻変更の

措置」をいいます。 

  【カスタマーハラスメント】及び【求職者等に対するセクシャルハラスメント】の基本方針は

別に定める。 

 

3．職場におけるハラスメントをなくすために 
（1）管理監督者の責務 

   管理監督者（理事長、施設長）は、ハラスメントに対する正しい知識と認識を持ち、職員が 

職務に専念できる良好な職場環境の確保や保護に努め、職場におけるハラスメントの発生を未

然に防止する義務がある。万が一、問題が発生した場合には、事実関係の調査等に積極的に取

り組み、苦情処理、相談、職場環境の改善に努めることとする。 

 

（2）職員の責務 

   職員一人ひとりが、ハラスメントに対する正しい知識と認識を持ち、お互いの人格や尊厳を 

不当侵害することがないようハラスメントに関する言動に十分注意をすること。職場の一員と 

しての自覚を持ち、円滑なコミュニケーションづくりに努め、協調性を持ち、5S 活動を実施し 

て良好な職場環境の維持、改善に努めることとする。。 

 

（3）ハラスメントに関する周知と啓発 

   ハラスメントの内容及び発生原因や背景等について、職員に正しく周知・啓発をする。 

 

（4）ハラスメントに関する職員研修の実施 

   ききょうの里研修員会が計画する年間研修計画に組み入れ、ハラスメントに関する基本的な

事項等の教育研修を実施する。 

 

（5）職員に対するカスタマーハラスメントの対応 

   当法人は、別に定める「カスタマーハラスメントに対する基本方針」を遵守し、職員へのカ 

スタマーハラスメントの発生防止に取り組むとともに、万が一発生時は職員を守るために、総

合的・組織的対応を行う。 



（6）求職者等に対するセクシャルハラスメントの防止 

   当法人は、別に定める「求職者等に対するセクシｬルハラスメント防止に関する基本方針」を

遵守し、求職者へのセクシャルハラスメントの発生防止に取り組むとともに、万が一発生した

場合は、社会福祉法人茂木福寿会就業規則等に準じ厳正に対応する。 

 

4. 苦情・相談窓口 
職場におけるハラスメントの苦情・相談窓口においても「ききょうの里苦情申出窓口」及び

「ききょうの里公益通報窓口」だが、現在のハラスメントの種類の多さや、初期対応の重要性な 

どを鑑み「職場におけるハラスメントについての相談窓口担当者(以下「相談担当」と言う。）」 

は、基本的に、管理者（施設長）とする。相談者は、所定の「ハラスメント相談シート」に、 

あらかじめ基本情報など必要事項を記入し、相談担当が指定した日時に提出した上で個人面談 

を実施する。ただし、ハラスメントの内容や相談者の状況によってはこの限りではなく、柔軟 

に対応する。また、「求職者等に対するセクシャルハラスメント」の相談窓口に関しては、採 

用担当者を充てる。 

 

5. 苦情・相談の対応及び解決 
（1）相談担当は、職員からのハラスメントに関する苦情・相談に誠実に対応する。所属等の関係

者に事情聴取等を行い公平に事実の確認を行う。相談者の意向を尊重し、内容が軽微であれば

改善を促して経過観察し、状況により「ハラスメント防止対策委員会」の臨時招集を求める。 

 

（2）相談担当は、職員からの苦情・相談内容が重大であると認めた場合は、速やかに「ハラスメ 

ント防止対策委員会」の臨時招集を求める。 

 

（3）理事長は、相談担当から報告を受けた職員からの苦情・相談事案がより厳正な調査・対応が 

必要と判断した場合や、対応に対して当事者が納得しない場合は、「ハラスメント防止対策委員

会」の「臨時委員」となり協議に参画する。その臨時委員会においてハラスメントの判断等が

難しい場合は、社会保険労務士や弁護士等の外部専門家に法的な見解を仰ぐなどや、警察等へ

の相談・通報等の措置を講じるなど、適切かつ迅速に対処するとともに、法人本部に報告する

こととする。 

 

（4）職員からの苦情・相談の申し出に係る所属等の関係者は、「ハラスメント防止対策委員会」が 

 求める調査及び対応等に応じなければならない。また、当事者が所属する所属長(主任等)は、職

員からの苦情・相談事案について、改善点や反省点を明確にし、その内容を施設長に報告する

とともに、所属の職場環境改善、5S 活動の調整に努めなければならない。 

 

（5）管理監督者（理事長、施設長）は、「ハラスメント防止対策委員会」からハラスメントが確認 

された旨の報告を受けた場合は、被害者の不利益にならないよう配慮しメンタルケア など必要 

な措置を行うとともに、再発防止や職場環境改善に向けた対策を講じることとする。 

 

6. ハラスメント防止対策委員会 
職員からのハラスメントに関する苦情を調査・審議し、公正な対策を図るため「ハラスメン



ト防止対策委員会」を設置し、要綱は別に定める。 

 

7. ハラスメント対応後のフォローアップ体制 
 「ハラスメント相談窓口」及び「ハラスメント防止対策委員会」は、ハラスメントへの対応を

適切に実施し、職場環境改善の効果を持続していくため、対応後も所属と連携して被害者への配

慮等継続的支援や改善の状況を把握しフォローアップに努める。 

 
8. 制裁 

職場におけるハラスメントを行った者に対しての処罰は、社会福祉法人茂木福寿会「職場にお

けるハラスメントの防止に関する規定」及び「ききょうの里職員就業規則・準職員就業規則」に

準じて厳正に行うこととする。 

 

9. プライバシーの保護と不利益な取扱いの禁止 
職場におけるハラスメントに関する相談、苦情の処理にあたっては、当事者のプライバシー保

護に努めるとともに、特に被害者、申出人、事実関係の確認に協力した者は「社会福祉法人茂木

福寿会公益通報保護規定」に準じ不利益な取扱いはしません。 

 

10. 対象者 
この方針の対象者は、正職員、準職員、パート職員、派遣職員等、当法人において働いている  

 全ての従業員、また、顧客、取引先の社員の方等も含みます。 

  ハラスメントのない安心して働くことができる職場環境づくりをしていきましょう。 

 

 

 

 

                             社会福祉法人茂木福寿会 理事長 

                             平成 30 年 7 月 1 日施行 

                             令和 8 年 10 月 1 日改正施行 

                              


